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Ⅰ 新技術の解説 

１ 要旨 

原発事故後、シイタケ原木林再生のための更新伐が進められ、発生した萌芽枝の 137Cs 濃度の

推移調査が行われてきた。しかし、萌芽枝の 137Cs 濃度は採取株・採取年で変動が大きいことか

ら、推移状況の精査が難しく、原木林としての利用判断や将来予測が滞っている。今回、推移

調査の精度向上のために、同一株内における萌芽枝の 137Cs 濃度のばらつきを調査した。その結

果、同一株内で約 1.15～３.08 倍のばらつきがあり、土壌の交換性カリウム濃度が低い場合や細

い萌芽枝の場合、ばらつきやすいことが示唆された。 

                                                                                                                     

（１） 萌芽更新 2 年目の同一コナラ林分において、土壌の交換性カリウム濃度が異なるコナラ切

株を選定した。 

（２） 各株から萌芽枝を直径に幅をもたせて5本選定（図1）し、2020年9月に萌芽枝の当年枝

137Cs濃度を測定した。 

※以下、便宜上、萌芽枝の当年枝 137Cs濃度を萌芽枝の 137Cs濃度として扱う。 

 

（３） 同一株内の萌芽枝の 137Cs濃度は最大値/最小値の比で1.15～3.08倍とばらついた(図2）。 

 

（４） 土壌の交換性カリウム濃度が低い場合や細い萌芽枝の場合、萌芽枝の 137Cs濃度がばらつき

やすい可能性がある（図３）。 

 

２ 期待される効果 

（１） 当年枝を採取する際、細い萌芽枝は避け、平均的～成長の旺盛な萌芽枝からまんべんなく採

取することで、精度の高いデータの入手が可能となる。 

 

３ 活用上の留意点 

（１） 当年枝単位でもばらつく可能性があり、極端な大きさのものは避けることが望ましい。 
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図1 調査対象の模式図と同一株から採取した萌芽枝5本（写真は図2の株No.2のもの） 

 

図2 各コナラ株内の萌芽枝の 137Cs濃度のばらつき 

土壌の交換性カリウム濃度低 高  

図3 交換性カリウム濃度の高い・低い土壌における 

萌芽枝の 137Cs濃度と萌芽枝の直径の関係 
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